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谷 憲 輔 (京大)
Q 反強磁性体 (Cr205)0.94-(AP205)_0.06,MnF2 の spin-flop
点近傍, 4.2oKに於けるsoundattehuationの外磁場Hに対するqno地 Iy
か最近報告されてい るol) 相転移が-1次故 criticalfluctuation に伴 う
anomalyでない点で興味がある.容易軸方向にかけ られたHを強 くす ると,
lowerbranch のスピ.γ澱 の長波長振動数が criticalfieldHcで 0に近づ
く. fic でス ピン配列に起る spin-flop転移はi 此のス ピン波の不安定性の
結果である. latticevibrationによる､七ⅩChangeinteraction のm)dulatiqn
を通じて,此のスピン波の不安窺蜂か縦波音波に もan-aly.をもた らす｡
波数 kの音波の顧衷定数αk は附ス∴ピン波の Iifetimeを考慮しな く-てよい
場合 ak∝ 近,.(ii)考慮が必要な条件下では ak竺 k2 と′なるO何れの場./i.
合にも, ak の explicit なH,温度T依走性を求や る羊とは困難で時なし凄
高磁場側か らHc に近づ く時も事情は同株である.
② 転移点をTス,Zを近接ス ピン数とする時, lT-TAt/乍ふ>～Z-1をみ
たす pararn?etic region では,-a,反強磁性共に ak∝甲 CF-Tl)~1で
ある5)か, ordered申aseでの akが 求められていなか ったので計算したo
上記の温度鶴城では,.rspi-n 対近似卑賎立すや 4)ので,ス ピン対相関を用い1
てαk を求める事が 出来る06)(i)異方性エれ レギ がー 小 さい時 akoCk2,(TI
-T)-4,(ii)異方性エネルギーの大きい場合 ak ～ k2 7T1-Trlであるo
(pararegiPnでの criticalexpohentは異方性エネル ギ ー ･∝;-,3っても同じ








で, KIT 曲線に dipか, SrTi05ではなだらかな山か観測されている.8)
K-Zk(M Jk)2(aaJk/∂k)2nk(nk+1)/2kBTγk +Ek(七Gk)2
(∂nk/∂k)2NkPk+1)/2kBTIlk,但しak,rk は acousticm,deの振
動数,減衰定数, nk はPlanck 分布東大文字は softmode,であるから(i)
T｡の高いBaTi05ではK'わ anm lyは減衰定数にのみ依るaSHverman
Hamiltonia'n ■を採用 して調べた結果によれば,rk,Tk共にTjTo.で単鋸
に増加する9･)ので, kの dip は此の車から説明できる｡*)(ii)SrTiOさ
の特徴はTo≪T でK∝T-0･4とKのなだらかな減少にある■か, sbftrbd占





T→℃でrvde吊まov･er･Ldarpingになる事か期膚 される崩 が 更にT→T. で ･
oscillatbrybehLavior･の蓑･れる可能健を聞題にした.高温融からT.に近づ
く時℃ くTc なるTc で転移が起きでアうが,低温側から℃ に近づく時,
此の国難はない.⑨Va'nHove･格子振功に対する中性子散乱の理論は,




























silverman Hamiltonian を用いると'更にTこ,Toで ･-a′k-2(応-良)
4,±ib′K一之ペ′kJ (K/k)の5成分.QC方陣 るo
o叫 Tak｡mura and a Tani,Jour.Phys.Soc.Japan (投稿予定)
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